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Q　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
や
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
等
は
な
ぜ
必
要
か
。

A　

町
の
財
産
、
町
債
等
の
債
務
状
況

や
償
還
能
力
を
明
ら
か
に
し
、
来
年

度
以
降
に
引
き
継
ぐ
財
産
と
住
民
負

担
が
わ
か
る
表
で
経
営
感
覚
で
の
大

事
な
資
料
に
な
っ
て
い
く
。

Q　

前
年
と
の
比
較
、
他
町
と
の
比
較

等
一
人
あ
た
り
の
コ
ス
ト
を
出
し
て

は
ど
う
か
。

A　

他
市
町
の
状
況
を
踏
ま
え
今
後
出

し
て
い
く
。

Q　

町
政
の
運
営
に
お
い
て
企
業
的
感

覚
は
重
要
で
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
税

収
の
中
で
ど
こ
ま
で
推
進
し
反
映
出

来
る
か
。

A　

最
小
の
行
政
コ
ス
ト
で
最
大
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
経
営
効
率
等
の

追
求
は
企
業
も
行
政
も
同
じ
で
あ
り
、

目
的
が
収
益
性
か
公
共
性
か
の
違
い

で
あ
る
。
平
成　

年
度
決
算
を
踏
ま

１８

え
状
況
を
提
示
し
て
い
く
。

Q　

土
地
明
細
書
に
面
積
を
記
載
で
き

な
い
か
。

A　

昭
和　

年
以
降
の
決
算
統
計
よ
り

４４

算
定
は
し
て
い
る
。
近
年
の
も
の
な

ら
計
上
出
来
る
。

Q　

土
地
開
発
公
社
の
所
有
地
も
含
め

時
価
評
価
額
に
す
べ
き
で
は
。

A　

総
務
省
の
ル
ー
ル
で
や
っ
て
い
る

の
で
時
価
で
な
く
買
い
取
り
価
格
だ
。

Q　

１
、
０
０
０
万
円
以
上
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
そ
の
後
こ
れ
だ
け
の
効

果
、
成
果
が
あ
っ
た
と
の
成
果
表
を

作
成
さ
れ
た
い
。

A　

作
成
す
る
必
要
は
あ
る
の
で
、
今

後
作
成
し
提
示
す
る
。

Q　
　

年
度
約
１
、３
６
１
万
円
の
徴
収

１８
を
放
棄
し
た
不
納
欠
損
額
の
内
容
は
。

A　

町
税
約
１
、
３
３
４
万
円
、
町
営

住
宅
使
用
料
約　

万
円
の
未
納
分
。

２７

　

尚
、
今
後
も
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
広
報
誌
で
町
民
が
わ
か
り
や

す
い
形
で
引
き
続
き
掲
載
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
行
政
コ
ス

ト
計
算
書
、
資
金
収
支
決
算
書

に
つ
い
て
説
明

編

集

後

記

　

八
月
の
記
録
的
な
猛
暑
と
九
月
の
厳
し
い
残
暑
は
、

私
達
の
生
活
リ
ズ
ム
を
狂
わ
せ
、
農
作
物
等
へ
も
大
き

な
影
響
が
あ
っ
た
が
、
十
月
に
入
り
よ
う
や
く
朝
夕
涼

し
く
な
っ
て
き
た
。

　

米
や
豆
の
取
り
入
れ
、
実
り
の
秋
、
食
欲
の
秋
と
、

自
然
に
何
で
も
集
ま
る
恵
ま
れ
た
人
間
社
会
。

　

し
か
し
、
野
山
に
住
む
熊
や
鹿
達
は
食
べ
る
の
に
必

死
で
、
今
年
も
あ
ち
こ
ち
で
熊
の
出
没
が
聞
こ
え
る
頃

と
な
っ
た
。
ど
ん
ぐ
り
な
ど
実
の
な
る
木
が
少
な
い
の

か
、
熊
達
も
食
糧
難
の
為
、
や
む
を
え
ず
人
里
に
現
わ

れ
、
農
作
物
や
果
実
に
被
害
を
与
え
て
い
る
。

　

昔
と
違
い
、
山
林
と
人
の
関
わ
り
が
薄
れ
、
手
入
れ

も
届
か
ず
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
。
地
球
の
温
暖
化
に
よ

る
自
然
の
変
化
が
、
動
植
物
ば
か
り
か
私
達
に
も
容
赦

な
く
襲
い
か
か
っ
て
く
る
感
が
す
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

次
回
は　

月
初
中
旬
に
議
会
が
あ
り
ま
す
。
傍
聴
に

１２

お
で
か
け
下
さ
い
。

（
安
田
）

主
な
審
議
の
内
容


